
x 社eラーニングプロジェクト開発計画書

---
1. 提案するプロジェクトの概要 ・ コンセプト

1-1)概要

本プロジェクトは損害保険会社Xの内定者が入社後に商品の多様化に対応し、激化する業界内の競争に勝つことができるよう

にするために、e ラーニングを通じて確認テストで学習のポインけ）理解度を確認しながら入社後に活用できる『マイハンドブック』を

作成させることによって「保険の基礎知識」と「自己開発する姿勢」を身につけるための内定者教育プログラムを提案するものであ

る。

従来からの課題書籍3冊（日経文庫「損害保険の知識」「業界研究シリーズ生保·損保」日経文庫ビジュアル「保険の基本」）

を入社前の前提知識を揃えるための学習ツールとして効果的に活用するためのeラーニングと集合研修を組み合わせたブレンデッ

ド・ラーニングを提案する。

本提案のポイントは課題書籍を最大限に活用するために以下の4点において提案を行い、低コストで効果的な内定者向け力］

グラムを提案する。

◆ 「保険の基礎知識」を課題書籍から確実に習得するためのナビゲーションとしてのeラーニングの活用

◆ 内定者自身に『ベスト）＼ンドブックコンテスト』への参加をコミットさせることによる「自己開発」する姿勢の醸成と強制色の排除

◆ 内定者同土のコミュニケーションを活性化させることによる不安による内定辞退防止策としての活用

◆ 入社後に活用できる『マイ）＼ンドブック』を作成させることによる導入研修における効果的・効率的な自己学習の実現

1-2) 提案のコンセプト

本提案のコンセプトは商品の多様化に対応し、激化する業界内の競争に勝つことができる新入社員にするために、内定者にeラ
ーニングを通じて確認テストで学習のポイントの理解度を確認しながら入社後に活用できる『マイハンドブック』を作成させることによ

って「保険の基礎知識」と「自己開発する姿勢」を身につけるための内定者教育力］グラムである。

本プロジェクトでは内定式 (10 月 1 日）から現場配属 (6 月 1 日）までを 5 つの Phase にわけてブレンデッド・ラーニングを提案

する。

Phase Phase1 Phase2 Phase3 Phase4 Phases 

イベント 内定式 (10/1) 内定期間 入社式 (4/1) 導入研修期間 現場配属 (6/1)

研修スタイル 集合研修 e ラーニング 集合研修 集合研修

e （モバイル）ラーニング

実施内容 コンテストの告知 e ラ ーニングと課題 ベスト）＼ンドブックコ 各自作成したマイ）＼ンドブックと e ラーニング

課題書籍配布 書 籍による自己 ンテストの実施＆表 の確認テストをドリル教材として活用した自

ワールド・カフェ （グループ）学習 ，，，，， 早ク 己学習
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労
務
管
理
対
策 

内定者に対して研修への出席を強制するこ

とは労務管理上問題が発生すること（強

制した場合は賃金支払いが必要になる場

合もある） 

内定者の参加に関しては自主性

の担保が必要である 

e ラーニング上においてベストハンドブ

ックコンテスト（e ラーニング受講）

への参加意思を各自に表明させる

予定である 

内
定
辞
退
防
止
策 

一部の新入社員は「私たちは何も学習しな

くて良いのか？」と逆に不安になった、とも言

っていた。つまり、内定辞退の防止にも役立

ちそうだ。 

内定者へのケアとして e ラーニング

を活用する事による内定辞退防

止効果を期待している 

グループでコンテスト入賞に向けて学

習を進める事により eラーニング以外

の Facebookなどの SNSによるコミュ

ニケーションを活性化させる事につな

がり内定期間の不安軽減効果によ

る内定辞退防止策として効果があ

ると考える 

も研修内容の予習・復習・宿題をする必要

があるため、この自己学習はできるだけ減ら

したい（テストの内容や形式等についてはご

提案願いたい）。 

予
算 

予算については、次年度新入社員導入研

修の期間短縮対応としとて 300万円を得る

ことができた。加えて、以前から行ってきた書

籍配布についても来年度分として 60 万円

が確保されている。いずれの予算も物件費

であり、商品購入や各種サービスの利用、

外注費用として使うことができる。基本的に

はこの予算内で納めてほしい。 

予算は課題書籍購入費用と合

わせて 360万円である 

◆外部コンテンツを購入せずに課題

書籍と Moodle による学習のナビゲ

ーションにより予算内での対応は可

能である 

◆Moodle ではあくまでも学習のポ

イントのみ掲載し、課題図書本体の

内容に関しては書籍参照（参照ペ

ージの記載）を徹底し、版権料等

が発生しないようにする 

人
的
リ
ソ
ー
ス 

人員としては、今回プロジェクトマネジャーに

なる者に加え、アシスタントとして派遣社員 1

名をプロジェクト期間中採用する。派遣社

員に求める能力等があれば提示願いたい。 

限られた人員で内定者 150 名の

受講管理をしなくてはいけない 

◆チューター等をつけずに内定者同

士でのフィードバックを中心としたイン

タラクティブ性を持たせる 

◆アシスタントには Moodle の管理

者として必要な IT スキルを能力要

件とする 

加えて、情報システム部門のデジタルコンテ

ンツ制作チームの協力も得られるが、その場

合、必要な作業・労力・工数を提示する必

要があるため、計画書に記載すること。 

社内リソースを活用する手段はあ

る 

内定者への動機づけとして Moodle

上に社長からのメッセージ動画（5

分程度）作成を依頼する予定であ

る 
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集
合
研
修 

◆Who：内定者に 

◆What：保険の基礎知識に関する集合

研修を 

◆How：研修部が企画し参加させる 

◆内定者からの質問に対してその場で直接

回答ができる 

◆内定者のスケジュール調整が難しい

（全員参加は不可能である） 

◆労務管理上問題になる可能性がある 

◆研修部対する負荷が大きい 

◆150 名を収容できる会場確保が必要

◆会場代や内定者の交通宿泊費用が発

生するため予算内での実施が困難 

テ
ス
ト 

◆Who：内定者に 

◆What：入社前課題書籍の理解度チェ

ックテストを 

◆How：自社で作成し e ラーニングで実

施 

◆コンテンツ購入コストを抑える事ができる 

◆出口を明確にできる 

◆新入社員にやらされ感がでる 

◆テスト問題作成するための工数がかかる

（SME である研修担当者・講師の協力

が必要） 

テ
ス
ト
作
成 

◆Who：内定者に 

◆What：入社後に実施するテスト問題と

解説を入社前課題書籍をもとに作成させ

る 

◆How：グループ分けして担当トピックスに

おける問題を作成し LMSにおいて提出させ

る 

◆（良問に関しては）テスト問題のプールが

できる 

◆グループワークによって新入社員同士のコミ

ュニケーションによるインタラクティブ性が高まる 

◆「自分達が実施するテスト問題を自分達

で作成する」という点で自律性を刺激する事

ができる（テストに対する「やらされ感の低

減」 

◆テスト問題作成のポイント（作成にあた

ってのナビゲーションになるようなガイドとル

ール設定は必要） 

◆グループワークで参加しない受講者がで

る可能性がある 

◆作成されたテスト問題の添削に人的リソ

ースがかかる 

コ
ン
テ
ン
ツ
導
入 

◆Who：内定者に 

◆What：保険基礎に関する学習コンテン

ツを 

◆How：外部より購入して e ラーニングで

実施 

◆社内の工数を抑える事ができる（SME で

ある研修担当者・講師の協力が最低限で

済む） 

◆コストが高い 

◆既成コンテンツ導入においては X社が入

社時に設定する学習目標すべて網羅した

コンテンツでない可能性がある 

レ
ポ
ー
ト 

◆Who：内定者に 

◆What：入社前課題書籍のトピックスご

とのレポート作成と相互コメント 

◆How：LMS の掲示板やフォーラムを活

用して導入 

◆コンテンツ購入コストを抑える事ができる 

◆新入社員同士のコミュニケーションによるイ

ンタラクティブ性が高くなる 

◆単独では「保険の基礎知識」の出口設

定が不明確になる 

◆単独ではレポートから新入社員の習得

度を確認するには手間がかかる 

◆レポートの添削に人的リソースがかかる 
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12. 提案の理論的背景 

本提案はアメリカの教育工学者 ジョン・M・ケラー（John M. Keller）が提唱している「ARCS 動機づけモデル」を参考にした。 

 A：注意（Attention）〈面白そうだなあ〉 

入社後の導入研修時に新入社員と研修部・社長の投票によるベストハンドブックコンテストがある事を知らせて参加を募る（グル

ープ表彰）とともに内定式においてワールド・カフェを実施しコンテスト企画に内定者の意見を反映させる 

e ラーニングの冒頭に社長からのメッセージ動画を掲載する 

 

 R：関連性（Relevance）〈やりがいがありそうだなあ〉 

X 社の多様な商品を理解できる幅広い業務知識の習得するために基礎知識の重要性をアピールする 

 

 C：自信（Confidence）〈やればできそうだなあ〉 

細かくチャンクわけされた学習のポイント（ハンドブック作成していくためのポイント）の理解度確認するための確認テストと成果物

としてのマイハンドブックの完成 

 

 S：満足感（Satisfaction）〈やってよかったなあ〉 

同じグループの内定者同士のフィードバックと入社後の『ベストハンドブックコンテスト』における成果物へのフィードバック 

 

 

                                                                    以上 
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が得られれば確認テストや事後テストは内製可能。協力が得られ

ない場合は既製品購入を検討 

外注の有無など。 

受注範囲 コース開発のプロジェクトマネジメント業務。と運用業務。 受注業務の範囲を記述。教材作成のみ、

研修の実施（事務局業務、会場セッティン

グ等の有無）等。 

納期 内定式 10月 1日～1月中旬には内定者にリリース予定。 納期（研修であれば実施日）概要の提

示、印刷原稿の提出などがあれば、それも

記載しておきましょう。 

予算・コスト* 研修期間短縮対応の予算 300万円と書籍購入費用 60万

円 

受注した業務（開発・実施）に要するコス

ト・費やすことができる予算を記述します。 

プロダクツ・ライフ 大きな制度改正がない限り毎年使用予定 どのくらいの期間や回数使うコースか 

他の選択肢について ◆集合研修：予算と内定者のスケジュール確保が不可能 

◆すべてを既成品で賄う：予算的に不可能 

◆課題書籍のみ：書籍を読まない内定者が現状多く問題にな

っている 

◆テストのみ実施：内定者に対してやらされ感がでてしまう 

上記の「出口」を達成するための他の選択

肢（他の形態、他のコースなど）の検討お

よびそれを採用しない理由。 

利用可能リソース ◆書籍（日経文庫「損害保険の知識」「業界研究シリーズ生

保・損保」日経文庫ビジュアル「保険の基本」） 

◆派遣社員のアシスタント 1名（能力要件は提示可能） 

◆情報システム部門のデジタルコンテンツ制作チーム（予め必要

な作業・労力・工数を要提示） 

◆eラーニングに関しては初めての試みであり社内にリソースはない 

◆SME（研修担当者・講師） ※確定ではないがプロジェクト

に巻き込みたいと考えている 

コース開発に利用できる既存コース、書籍、

資料、人（専門家、経験者）など、思い

つくものを書き出しましょう。 

開発形態* Moodle を社内のサーバに設置し、コンテンツ開発を行う。 

内定者への学習内容の提示は従来から活用している課題書籍

を中心に活用し、e ラーニングはあくまでも課題書籍での学習支

援及び確認テストによる理解度の確認、学習の進捗管理をする

ために活用する。 

新規開発、既存コースのバージョンアップ、

既存コースからの再構成など。 

開発の意味・果実 ◆会社全体：商品の多様化対応し、激化する業界内の競争に

勝つことにより業績につなげる事ができる 

 

◆人事部：内定者向けのサポート体制として次年度以降の採

用活用においてアピール材料となり優秀な人材が確保しやすくな

る 

 

◆研修部：新入社員の前提知識が担保される事により導入研

修を円滑に進めることができる 

自組織にとって、そのコースを開発（実

施）する意味・果実（経済的なもの、それ

以外のもの）は？→開発稟議の際の理由

付け、チームメンバーのモチベートなどのため

に。 
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◆配属先の現場：導入研修でより発展的な内容を実施出来る

事により配属になってからの現場の負担が軽減する 

付属資料 ◆画面遷移図 

◆プロジェクト資料（WBS,スケジュール、資源管理、体制図） 

◆新入社員対象のベストハンドブック大会企画書 

仕様書、評価計画書、プロジェクト資料な

ど、開発計画書の他のドキュメントの一覧。 

 




